職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
都道府県の児童相談所で◯年間、児童相談員として虐待相談・育成相談・非行相談を担当し、常時◯件前後のケースを受け持ってきました。通告受理後は家庭訪問と学校・保育所・医療機関への聞き取りを行い、把握した事実と家庭の状況を時系列で整理して援助方針会議に報告する流れを担っています。保護者面接では生活上の困りごとから話題を広げる進め方を続け、当初は訪問を断られていた家庭でも月◯回の面会が続くようになった例があります。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：都道府県設置の児童相談所（管轄人口約◯万人／相談員◯名体制）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：児童相談員
【担当業務】
・虐待通告・相談の受理後の家庭訪問、学校・保育所・医療機関への聞き取りによる状況確認（年間◯件）
・担当ケース◯件の継続面接・家庭訪問と、支援計画に沿った進行管理・記録作成
・調査で把握した事実の整理と、援助方針会議に向けた報告資料の準備
・要保護児童対策地域協議会の実務者会議・個別ケース検討会議への出席、市区町村・学校との役割分担の確認
【実績】
・担当地区の小中学校と共有する連絡票の項目を欠席・けが・家庭からの連絡に絞って整理し、学校から情報が届くまでの期間が平均◯日短縮
・面接記録を時系列で書き、事実と見立てを分けて残す書式に統一したことで、担当交代後の初回面接までの準備期間が平均◯日短縮


■活かせる経験・知識・スキル
・虐待・育成相談の初期調査と情報整理
・子ども・保護者との面接（生活状況の聞き取り、来所につなげる働きかけ）
・ケース記録の作成と会議用資料の整理
・要対協・学校・市区町村・医療機関との連携調整
■資格
・社会福祉士（20XX年3月取得）
・子ども虐待対応に関する専門研修修了（20XX年X月）
■自己PR
関係機関ごとに把握している情報を突き合わせ、支援の抜けが出ない形に整理することが強みです。担当地区の小中学校と共有する連絡票の項目を、欠席・けが・家庭からの連絡の三点に絞って作り直し、学校から情報が届くまでの期間が平均◯日短縮され、個別ケース検討会議でも同じ前提で話し合えるようになりました。貴所でも、学校や市区町村の担当者と接点を保ち、記録と会議資料を通じて支援方針を共有できる相談員として業務にあたりたいと考えております。
以上
